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1は じめに
1955(昭和30)年に文部省令第24号として
公布 された 『博物館法施行規則』は,以 来約
40年間,軽微 な改正はあった ものの,その根
幹に関わるような変更はなかったが,1996年
8月,そ の 「第1章 大学において習得すべ








ある。この問題 については別の機会 に検討 し
たいと考えるが,今 回の改正においては,大
学 における習得科 目の うち博 物館学 に関 し
て,そ の内容 を細分 して指示 し,総計して2
単位の増加 を見ている。すなわち,博 物館概
論2単 位,博 物館経営論1単 位,博 物館資料
論2単 位,博 物館情報論1単 位 という構成が
指示されたのである。この科目内容や構成に
ついては,全 国大学博物館学講座協議会に改
正試案が示 され,同 協議会か ら関係各大学に


































だ とい うわけではないが,学 芸員が博物館経



















営 に限 らない。例 えば,学 校の経営,病 院の






意味 として,人 により,管理,運 営 されてい
る生 きた作業場 をいうといわれる。






経営が,協 働的 ・持続的 ・計画的 に事業を
遂行することであるとすれば,こ れ は個によ
るものではな く,複数の人間 とその組織,活





また合理的であるか,そ れは どの ような機






ment)とが区別 される。ア ドミニス トレー
ションは トップ ・マネージメン トとも呼ばれ
るもので,い わば最高 もしくは上部の管理機



























豊かさの追求の先行 きを眺め ると,そ れが
却って豊かな社会 を生むとは限 らないという













博物館経営の範囲 とその取 り扱 う事柄には
何があるのであろうか。
ミュージアム ・ア ドミニス トレーションの
範囲,す なわち,博 物館の トップ ・マネージ
メン トの領域では,そ の博物館の理念や目的













4ミ ュージアム ・ア ドミニス トレーション
博物館におけるトップ ・マネージメントで
ある。博物館の設置者である管理団体や博物











は,登 録申請 もせず,相 当施設 の認定も求め
ずに博物館を設置することについて,何 の規
制 も,罰則 もない。日本博物館協会などの統


















のための最低の基礎要件 を示 しているに過 ぎ
ない。その第8条 に 「文部大臣は,博 物館の
健全な発達 を図るために,博 物館の設置及び




























博物館の設立時の ミュージアム ・ア ドミニ
ス トレーションの課題 としては,そ の博物館
の理念 ・使命 ・目的を確立することが最大の
課題 といえる。設立後は,時代や社会の要請
に応 えてそれを補強 ・修正することも課題 と
いえる。ICOMは管理機関 によって承認 され
た博物館の目的・方針 を明示す ることを求め,




通常,博 物館 には設立者(団 体)が あり,
その意志や意向を受けて基本構想,つ まりそ
の博物館の理念 ・目的 ・方針が練 られること
になる。わが国の場合,時 限的な委員会がこ







や拡大 を押 し進める力 となっていないことが











動(調 査 ・研究,収 集 ・保存,展 示 ・教育)
を通じて実現 して行 くためには,ど のような
立地,建 物,施 設 ・設備が必要か,そ れを不





























超 えるような予算獲得 は大変 に困難で もあ
る。時代や社会の要請に応 じて博物館活動の
展開を拡大 しようとしても,そ のために,館
の施設設備,組 織 と職員数を拡大 しようとし






















も重要な資金源 とされ,ま た,資 料や写真等
の貸 し出や利用 を有料 として,資 金源 ともし
ている。 こうした私立の場合,博 物館 として
の活動を展開するに必要な資金を獲得で きな









対する寄付や贈与に関 して,よ り広範 な減税















を目指す となれば,ま た,利 用者へのサービ
スを拡大 しようとすれば,必 然的に相当程度













わが国の多 くの博物館 は,あ まり成功しな
かった新規開店の店のようである。開店セー













そ うした活動 を展開す るく場〉でしかな く,
博物館の全てではないのである。しかるに,




5ミ ュージアム ・マネージメン ト
博物館 における各種の仕事 とそれを行 う組
織の各部門毎 にも経営的な課題があるといえ
る。管理団体や館長の レベルで考 えられ る















し,ど の ような資質と能力を持 った要員を配
置するかが重要な課題 となる。
a)調査 ・研究の管理運営











究の分野は,博物館の調査 ・研究,収 集 ・保
存,展 示 ・教育の理念 ・方法 ・技術の全ての
分野に及ぶ ものである。言い換えれば,博 物
館学の諸課題,博 物館 とは何かから,博物館





























レクション形成に関わる倫理 ・財政 ・方法 ・
技術などの問題 と,収集資料を体系化された




































になっているが,実 は,資 料 をどのように分


















環境管理(収 納方法 ・固定方法 ・振動 ・空気
環境 ・生物的環境 ・温湿度 ・光など)が なさ
れる必要がある。好適な環境保持の日常的な
点検が不可欠で,学芸員 と関係機器の運転管














て,社 会から付託 された役割 に沿って,博物
館自身の信念に基づ く活動展開,情報発信が,




待 に反 した り,応 えることのできない博物館
であってはな らないということである。
人 を引 き付け,常 に新 しい発見があるよう
な展示 と,これ を核に しなが ら展開される各
種の教育プログラムが豊富 に用意 され,多 く







的にどの ようなニーズがあるのか も探 らなけ
ればな らない。
繰 り返 しになるが,こ うした課題に関する
わが国の博物館の対応 は極めて遅れている。
社会教育機関,生 涯学習機関 としての博物館
にとって,あ る意味で最 も重要で,博 物館 と
い う機関 その ものを特徴 づける部分 に関 し








































博物館 を良 くするの も悪 くするの も博物館
専門職員,つ まり学芸職員の資質 ・能力にか
かっているといわれる。実際に博物館活動 を







定され,よ うや く一定の目処が示された。 し
か しなが ら,その基準も,こ の職員数に関す










毎 に,学芸職員を専門分化 させ,組 織整備す





























職員が雇用 され,配 置される欧米の博物館 と





野 に集 中していることを見 る と,資料の保




門性 に従って分化 してはおらず,極 めてジェ
ネラルなもので,し か も,その養成レベルは
学部 に置かれ,そ の博物館学的な専門的な教
育 ・訓練の度合いはかな り低いものだ といわ
ざるを得ないという問題 と,博物館設置者や







確かに,博 物館専門職員の任務 を,あ まり




質 と能力 を持 った学芸員が配置 されなければ
な らないといえる。保存科学的な知識 とその
実際への適用能力のない学芸員 を資料管理に
当た らせるな どは大問題であるし,展 示や博
物館教育 は研究や資料保存の余力でやればい
いし,資料の調査研究能力に劣る学芸員を第
2線の教育普及部門(こ の意識 は実際 にかな












は,こ れ らの職員 も博物館の 目的や使命 を理
解 し,積極的に博物館活動を支 えるものでな



















合 目的的 に統合 する機能 を負 うもの といえ
る。したがって,博物館の館長 というものは,
単 なる象徴や名誉職ではな く,博物館の全機







府の文教 ・科学政策分野 と直結 した政治的色
彩の濃厚な旧共産圏諸国型など,そ れぞれの
国の伝統や社会 ・文化を反映した館長人事の
類型が見 られるが,い ずれの場合 も,館長に
は博物館 というものの性格や役割を十分知っ
たうえでの,経 営的手腕が要求されている。


















全 く未知の分野でこれか ら勉強 しなが ら大過
な くこの役 をまっとうしたいというようなも





とその推進にある。 しかも,そ れは単 に個人
的,独 善的な情熱の発露などではな く,冷静
な科学的合理性 を持った博物館学的な有意性
を持 った ものではなくてはな らない。
具体的には,学 芸員集団との協議に基づ く

































かかわらず,教 育研究機関 とされ る博物館だ
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MuseumManagement
YAJIMAKunio
Museummanagementistheimportantideaoftoday'sJapanesemuseums.
ItisapeculiarfeatureofJapanesemuseumsthatmostofthemareestablishedandoperated
administrativeorganizationsbylocalgovemments.Inevitably,thesefinancesarebasedon
annualbudgetsofthesegovemments.Forthisreason,thesefinancesarefirm,buttheamomts
ofthemarerathershortforoperatingmuseumssufficientry.Buttheyhavebeenrestrictedthe
waystodevelopetheirfinances.Andtheyhavenotbeendemandtomakesosevereeffortsfor
developingfinance,too.So,almostofthemcouldnothavebeendevelopingownactivitiesbythe
limitationsofannualbudgets.
Recentdays,taxincomesoflocalgovemmentshavebeengoingdownyearbyyear.Nowthey
requestthesemuseumstodevelopefinancialresourcesoutofannualbudgets.Suddenly,museum'
sfinancialmanagementturntothemostimportantproblemsofmuseumsinJapan,Isuppose.
Facetothissituation,weshouldrethinkingthemuseummanagementforJapanesemuseums,
notonlyfinancialproblems.Forexample,astomanymuseologistshavepointedout,our
museumsareweakinthestructureandstaffsforprofessionalandacademicdivisions.Improving
thisshouldbeonethemostimportantpuroblemaboutthemuseummanagementinJapan.And
alsothereserchofmuseummarketsshouldbethesame.
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